早稲田の杜 通信     ２０２３年５月号
生徒から時々、どんな参考書がいいかと聞かれることがあります。また、ある生徒から、先輩が、この参考書がよいと薦めてくれたので買いましたと見せてもらったことがあります。

私もよく知っている参考書なので、その参考書のどういう点がよいのか尋ねてみたところ、先輩がいいと言っていたのでというだけで、明確な返事はえられませんでした。
生徒たちを見ていて思うことは、いいと薦められたから買ったというだけで、それを使いこなしているかどうかについては疑問に思わざるを得ない時がしばしばあります。
参考書を買ったには買ったが、ただそれだけで終わってしまっている人が多くそれを使いこなすすべは身についていないということです。大事なことは、その参考書を手にすることではなく、その参考書を使う目的とその使いこなしです。
先輩がその参考書を選んだにはそれだけの必要性を感じたからですし、それがそのまま、他の人にもあてはまるかどうかは不明です。大事なことは、その参考書を先輩がどのような使い方をしたかというhow toです。自分のものとし自分の学力向上につなげるために何度その参考書をやり直し、どの程度までどのように使いこんだかなど、その活用の仕方です。
先輩から薦められた参考書があれば、そこまで立ち入って尋ねるべきです。

いい参考書だという話を聞けばすぐに買い求める人がいます。しかし、どんな参考書でもその価値を決めるのは、参考書そのものではなく自分自身の取り組み方です。
私自身、参考書選びには苦労し、一冊選ぶだけでもすごく悩むときがあります。
神田の三省堂書店によく行ったものですが、参考書を片っぱしから見て納得するのを選ぶまでに２時間、３時間は普通にかかってしまいます。それでも使ってみて、この参考書選びは失敗だったと思える時がよくあります。

無責任な言い方かもしれませんが、参考書は使う人がどのような目的で使うかその必要性をもとに自分自身で選ぶのがベストだと思います。もちろん使って本当に役に立ったという人のアドバイスを参考にすることと、それを本棚の飾りにしておかないことも大事です。
　塾で使う教材選びも、私にとってはとても大切な仕事です。塾教材も難易度が様々です。
生徒一人一人に個性があり、得意、不得意も、科目ごとで一人一人異なります。
そういったさまざまな点に配慮し、これはと思えるものを選定いたします。そうした教材を活かしきるには、間違えた問題を繰り返しチェックする、どのページもきっちりやりきる。これを守れば必ず力はつきます。塾でも家庭学習でもしっかり取り組んでいる場合は、力がついて伸びてきたと実感できますし、この時ほど嬉しく感じることはありません。
逆に、あちこち飛ばし飛ばしやって空白ばかり目立ったり、きたない字で雑にやっている場合は、力がついたとの実感が伝わりません。何度注意しても自覚がなく、もっともらしい言い訳が多く、如何ともしがたくどうしたものか悩まされる時があり、ご父母に申し訳なくさえ思えてきます。昔みたいに叱ることもままならず、本人の覚醒に期待するばかりです。
